
議
第
１
号

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
目
的
と

市
民
生
活
へ
の
影
響
、
情
報
漏

え
い
に
関
す
る
安
全
対
策
は
ど
う
か
。

答
公
平
、
公
正
な
社
会
の
実
現
、

国
民
の
利
便
性
の
向
上
お
よ
び

行
政
の
効
率
化
を
目
的
と
し
、
三
条
市

の
住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
は
専
用
回
線

で
管
理
さ
れ
、
情
報
が
流
出
す
る
こ
と

は
な
い
。

議
第
11
号

問
設
計
の
段
階
で
地
盤
の
悪
さ
は

把
握
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
工

期
に
遅
れ
は
生
じ
な
い
か
。

答
建
物
下
部
の
支
持
層
に
お
い
て

不
規
則
な
起
伏
の
存
在
が
あ
っ

た
。
工
期
に
遅
れ
は
な
い
。

議
第
12
号

問
緑
地
整
備
費
の
増
額
理
由
と
工

期
に
遅
れ
は
な
い
か
。

答
地
盤
が
緩
く
地
下
水
位
も
高
い

こ
と
か
ら
矢
板
を
長
く
す
る
も

の
。
工
期
に
遅
れ
は
な
い
。

問
大
崎
中
学
校
区
小
中
一
体
校
建

設
事
業
に
お
い
て
、
遺
跡
調
査

に
よ
る
供
用
開
始
に
影
響
は
。

答
遺
跡
調
査
終
了
後
、
平
成
30
年

４
月
の
開
校
を
目
指
す
。

問
パ
ル
ム
横
断
歩
道
橋
の
解
体
工

事
で
約
６
０
０
万
円
の
増
額
が

必
要
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答
労
務
費
の
上
昇
、
夜
間
作
業

の
工
事
内
容
の
変
更
、
そ
れ

に
伴
う
人
件
費
の
増
、
建
物
と
の
つ

な
ぎ
部
分
の
処
理
の
仕
方
の
変
更
な

ど
が
要
因
。

問
４
款
衛
生
費
に
つ
い
て　

清
掃

セ
ン
タ
ー
火
災
に
よ
る
修
繕
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
火
災
の
原
因

は
何
か
。
ま
た
、
今
後
の
火
災
対
策
を

含
め
た
修
繕
費
か
。

答
穴
開
け
が
さ
れ
て
い
な
い
ス
プ

レ
ー
缶
の
破
裂
に
よ
る
火
災
。

予
算
は
焼
損
し
た
コ
ン
ベ
ア
ー
等
の
復

旧
に
関
す
る
費
用
の
み
。

問
10
款
教
育
費
小
中
一
体
校
施
設

整
備
費
に
つ
い
て　

第
一
中
学

校
・
嵐
南
小
学
校
の
落
雪
対
策
費
用
だ

が
、
安
全
確
保
は
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
。

し
か
し
、
ひ
さ
し
の
設
置
は
過
剰
設
備

で
は
な
い
か
。さ
ら
に
、融
雪
ヒ
ー
タ
ー

は
本
体
の
工
事
請
負
費
の
中
に
含
ま
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

答
融
雪
ヒ
ー
タ
ー
は
、
指
摘
の
通

り
設
計
書
に
記
載
は
あ
る
が
、

図
面
に
は
記
載
が
な
い
。
設
計
者
お
よ

び
監
督
員
が
確
認
の
上
、
こ
こ
に
ヒ
ー

タ
ー
は
設
置
し
な
か
っ
た
。

認
定
第
１
号

問
主
要
財
政
指
標
の
状
況
と
今
後

の
財
政
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答
決
算
剰
余
金
な
ど
約
３
億
１
０

０
０
万
円
を
積
み
立
て
、
残
高

の
確
保
が
で
き
た
。
財
政
調
整
基
金
で

賄
う
状
況
が
続
く
も
の
と
思
う
。

問
新
経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
比
較

し
た
全
体
感
は
ど
う
か
。

答
主
要
財
政
指
標
は
想
定
よ
り

や
や
良
好
に
推
移
し
て
お
り
、

長
期
的
見
通
し
で
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

可
能
。

問
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
予

算
執
行
上
の
効
用
は
、
ど
の
程

度
あ
っ
た
の
か
。

答
後
年
度
の
公
債
費
な
ど
約
17
億

円
の
負
担
軽
減
が
で
き
た
。

問
収
納
率
向
上
を
図
る
新
た
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

答
玄
米
を
差
し
押
さ
え
て
ネ
ッ
ト

公
売
し
た
実
績
は
あ
る
が
、
国

税
・
県
税
で
の
取
り
組
み
や
先
進
地
の

事
例
を
調
査
、
研
究
し
、
有
効
な
手
法

は
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

問
教
育
費
貸
付
金
元
利
収
入
、
奨

学
金
貸
与
の
状
況
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
度
の
貸
与
者
は
40
人
で
金
額

は
２
１
６
０
万
円
で
あ
る
。
三
条
市
の

奨
学
金
制
度
は
、
利
用
者
が
卒
業
し
て

三
条
市
に
戻
る
な
ど
一
定
の
条
件
を

満
た
せ
ば
奨
学
金
の
返
還
免
除
と
な

る
。
対
象
者
は
、
１
２
５
人
中
56
人
で

あ
る
。
一
方
、
対
象
外
の
う
ち
返
還
が

滞
っ
て
い
る
人
が
８
人
お
り
、
金
額
は

１
５
５
万
４
０
０
０
円
で
あ
る
が
延
滞

金
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

奨
学
金
制
度
は
、
公
営
住
宅
の
使
用

料
な
ど
と
同
様
に
延
滞
金
が
生
じ
な
い

よ
う
な
貸
与
金
の
名
称
を
外
す
な
ど
の

工
夫
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
奨
学
金
の
遅
延
利
息
は
、
奨
学

金
貸
与
条
例
施
行
規
則
第
16
条

の
正
当
の
理
由
が
な
く
返
還
を
怠
っ
た

と
き
は
、
遅
延
利
息
を
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
規
定
に
基
づ
き
、
指
摘
の
方

に
つ
い
て
は
奨
学
金
の
返
還
が
で
き
る

状
況
で
は
な
い
と
い
う
正
当
の
理
由
か

ら
遅
延
利
息
は
課
し
て
い
な
い
。

　

今
後
も
奨
学
生
の
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
奨
学
金
貸
与
条
例
と
同
施
行
規
則

に
従
い
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
平
成
26
年
度
決
算
で
時
間
外
勤

務
手
当
の
削
減
目
標
や
前
年
度

の
状
況
と
比
較
し
て
の
結
果
、
ま
た
今

後
の
削
減
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
平
成
26
年
度
の
時
間
外
勤
務
時

間
は
、
全
体
で
６
万
１
９
４
時

間
、
平
成
25
年
度
の
実
績
と
比
較
し
て

時
間
数
で
２
２
７
６
時
間
の
増
加
、
縮

減
率
で
は
20
％
か
ら
16
・
９
％
に
低
下

し
て
い
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
特

別
対
策
と
し
て
縮
減
の
取
り
組
み
が
適

切
に
実
施
で
き
て
い
な
い
課
に
対
し
、

縮
減
計
画
を
作
成
さ
せ
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問
一
番
星
育
成
事
業
の
学
び
の
マ

ル
シ
ェ
の
参
加
者
数
、
ま
た
事

業
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

答
学
び
の
マ
ル
シ
ェ
の
参
加
者
数

は
、
小
学
生
１
２
９
人
、
中
学

生
79
人
。

　

成
果
に
つ
い
て
は
、
中
学
１
年
生
、

２
年
生
と
も
確
実
に
偏
差
値
が
上
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
勉
強
の
や
り
方
が
分

か
っ
て
き
た
、
家
で
も
勉
強
す
る
よ
う

に
な
っ
た
な
ど
学
習
へ
の
意
欲
が
高

ま
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

問
10
款
教
育
費
に
つ
い
て　

さ
ん

じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業
の
学

び
の
マ
ル
シ
ェ
参
加
者
数

は
、
当
初
予
定
に
対
し
て

ど
う
か
。
講
師
の
派
遣
は

ど
こ
に
依
頼
し
た
の
か
。

答
各
教
室
30
人
を
目

標
と
し
た
が
約
半

分
の
参
加
だ
っ
た
。
講
師

は
一
般
公
募
に
よ
る
教
員

Ｏ
Ｂ
や
大
学
生
、
お
よ
び

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
た
。

問
若
年
者
雇
用
拡
大

奨
励
金
に
つ
い

て
は
２
年
目
の
事
業
で
あ

る
。
市
内
に
お
け
る
若
年

層
の
非
正
規
雇
用
を
減
ら

し
、
正
規
雇
用
者
の
増
加

お
よ
び
定
着
を
図
る
た
め

正
規
雇
用
、
常
用
雇
用
等

を
増
加
さ
せ
た
事
業
所
に

対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し

た
。
企
業
の
反
応
や
反
響

は
ど
う
か
。

答
交
付
実
績
に
つ
い
て
は
、
前
年

48
人
に
対
し
て
、
お
よ
そ
倍
の

97
人
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
制
度
の
周

知
が
進
ん
で
い
る
。
積
極
的
に
市
内
の

若
者
を
採
用
、
雇
用
す
る
傾
向
に
あ

る
。
事
業
目
的
に
対
す
る
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

9
月
定
例
会
で
は
、全
6

会
派
が
大
綱
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

大
綱
質
疑

市
政
の？を

問
い
ま
し
た
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